
経経常常収収支支比比率率
（県内の市の平均：８５．０％）
人件費、扶助費、公債費など義務的
経費に、市税や地方交付税などの一
般財源がどのくらい支出されている
かを示したもの。その比率が低いほ
ど弾力的な財政運営ができ、市では
８０％程度が妥当とされている。

公公債債費費比比率率
（県内の市の平均：１３．６％）
平均的な水準で行政を行った場合の
歳入規模に対する公債費（過去に借
りた借金の返済金）の割合で、借入
額の妥当性、財政の弾力性を見る指
標。低いほど財政に弾力性がある。

財財政政力力指指数数
（県内の市の平均：０．４７６）
平均的水準で行政を行った場合に要
する経費に対する自主財源（市税な
ど）の割合を示したもの。「１」に近
いか「１」を超えるほど財源に余裕が
あり、数値が低いほど国からの地方
交付税に依存しているとされている。

鹿角市
８４．６
１２．０
０．３２５

大曲市
８３．２
１４．８
０．４７０

湯沢市
８６．１
１０．３
０．４２０

男鹿市
８６．９
１１．０
０．４２６

本荘市
８５．４
１２．４
０．４７６

横手市
８３．５
１５．３
０．５００

能代市
８７．０
１３．０
０．５４２

秋田市
７９．３
１７．３
０．６４５

大館市
８８．６
１６．６
０．４７７

経常収支比率
公債費比率
財政力指数

４億７千万円
４億８千万円

２億１千万円
２億１千万円

１億円
１億円

３３３３億億円円
３２億６千万円

１９億６千万円
１１８８億億５５千千万万円円

８億１千万円
７７億億４４千千万万円円

市民税（個人）

市民税（法人）

固定資産税

市たばこ税

都市計画税

その他

平成１３年度一般会計の総額は前年度と比べて歳入が２億２千万円、歳
出が２億６千万円減少しました。歳入は地方交付税と市税が減ったた
めで、歳出はコンポストセンターの建設や松木（踏切）地下道などの
事業終了にともない支出が減ったためです。

一一般般会会計計のの決決算算内内訳訳

そそのの他他 １１８８億億４４千千万万円円（（８８．．００％％））

商商工工費費 １１１１億億９９千千万万円円（（５５．．２２％％））

農農林林水水産産業業費費１１２２億億８８千千万万円円（（５５．．６６％％））

衛衛生生費費 ２２２２億億９９千千万万円円（（９９．．９９％％））

教教育育費費 ３３００億億８８千千万万円円（（１１３３．．４４％％））

公公債債費費 ２２７７億億円円（（１１１１．．７７％％））

総総務務費費 ２２６６億億７７千千万万円円（（１１１１．．６６％％））

土土木木費費 ２２８８億億円円（（１１２２．．１１％％））

民民生生費費 ５５１１億億８８千千万万円円（（２２２２．．５５％％））

財
政
力
指
数

歳歳出出 ２２３３００．．３３億億円円

０．７００

０．６５０

０．６００

０．５５０

０．５００

０．４５０

０．４００

０．３５０

０．３００

０．２５０

０．２００

経常収支比率
公債費比率
財政力指数

県県支支出出金金１１１１億億２２千千万万円円（（４４．．７７％％））

諸諸収収入入 １１１１億億円円（（４４．．７７％％））

市市 債債 １１６６億億８８千千万万円円（（７７．．１１％％））

そそのの他他（（分分担担金金、、繰繰入入金金ななどど））
３３５５億億１１千千万万円円（（１１４４．．８８％％））

国国庫庫支支出出金金１１９９億億９９千千万万円円（（８８．．４４％％））

地地方方交交付付税税７７５５億億８８千千万万円円（（３３２２．．１１％％））

市市 税税 ６６６６億億７７千千万万円円（（２２８８．．２２％％））

歳歳入入 ２２３３６６．．５５億億円円

県県内内各各市市のの財財政政指指標標（（平平成成１１３３年年度度決決算算））

３０（億円）

�一般会計の目的別残高
（２２０億１千万円）

平成１３年度
平成１２年度

（平成１４年５月３１日現在）

２０

�借入金残高（一般・特別会計）
（４０１億９千万円）

１０８６

市市税税のの決決算算額額

市市債債のの状状況況
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